
令和７年５月１日
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今年もおいしくできました
七十七夜のみなまた茶
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３月定例会の報告
令和７年度一般会計予算・条例改正などを可決

令和７年第１回定例会が２月27日（木）から３月19日（水）まで21日間開かれ、
令和７年度予算及び条例の制定・改正などの議案が提出され、審議を行いました。

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
こ
ど
も
基
金
条
例

　

誰
も
が
安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
、
こ
ど
も
た
ち
が
地
域
で
育
ま

れ
、
幸
せ
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
充
実
を
図
る
た
め
、
寄
附
金
等
を
財

源
と
す
る
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
及
び
賦
課

方
式
の
見
直
し
に
伴
い
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
の
国
保
税
引
上
げ
の
た
め
制
定

す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

水
俣
市
立
総
合
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ

の
空
調
設
備
に
つ
い
て
、
冷
暖
房
の
使

用
料
の
額
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め

制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

昨
今
の
宿
泊
料
金
の
高
騰
に
対
し
て
、

本
市
の
旅
費
の
支
給
基
準
の
見
直
し
を

図
る
も
の
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
棟
改
修
に

よ
り
、
病
床
数
を
３
６
１
床
か
ら
３
４

９
床
に
減
少
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

今
年
７
月
か
ら
文
化
会
館
の
使
用
料

引
上
げ
の
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

・
袋
イ
ン
タ
ー
関
連
道
路
改
良
工
事

２
２
７
２
万
円

・
牧
ノ
内
・
大
迫
線
道
路
改
良
事
業

８
０
５
５
万
円

・
公
共
住
宅
整
備
事
業
（
洗
切
団
地
改

修
・
牧
ノ
内
団
地
建
替
等
）

８
１
９
７
万
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
行
事
業

１
億
４
６
６
５
万
円

●
「
世
界
へ
つ
な
が
る
水
俣
」
推
進
事
業

・
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業

１
２
８
２
万
円

　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
「Stanford 

e-M
inam

ata

」
を
実
施
す
る
も
の
で
、

水
俣
高
校
生
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
を
行
う
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

主
な
当
初
予
算

スタンフォード大学閉講式
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・
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

３
５
８
万
円

　

台
湾
と
の
交
流
強
化
の
た
め
、
現
地

訪
問
や
交
渉
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

・
国
際
交
流

６
４
３
万
円

　

地
域
日
本
語
教
室
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
、
英
会
話
教
室
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。
姉
妹
都
市
デ
ボ
ン
ポ
ー
ト
市

と
の
交
流
も
継
続
し
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流

７
５
０
万
円

　

第
50
回
記
念
み
な
ま
た
競
り
舟
大
会

に
台
湾
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
優
勝
チ
ー

ム
（
競
り
舟
協
会
所
属
チ
ー
ム
に
限

る
）
に
台
湾
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
へ

の
参
加
資
格
を
授
与
し
ま
す
。

●
「
活
力
生
ま
れ
る
水
俣
」
推
進
事
業

・
湯
の
児
温
泉
開
湯
１
０
０
周
年
事
業

３
５
８
万
円

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
ま
す
。

・
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事
業

９
４
７
万
円

　

湯
の
児
・
湯
の
鶴
温
泉
な
ど
の
魅
力

を
発
信
し
ま
す
。

・
地
域
商
工
業
振
興

４
８
４
７
万
円

　

空
き
店
舗
等
の
活
用
や
商
店
街
支
援
、

デ
ジ
タ
ル
導
入
（
Ｄ
Ｘ
）
支
援
な
ど
、

に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
た
複
数
補
助
金

を
実
施
し
ま
す
。

・
観
光
振
興
推
進
体
制
強
化

７
９
０
万
円

　

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
し
、

観
光
商
品
の
造
成
・
販
売
等
の
観
光
企

画
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
湯
の
児
地
域
魅
力
化
推
進

４
１
５
万
円

　

さ
か
な
ク
ン
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
、
湯

の
児
地
域
の
再
整
備
に
向
け
た
構
想
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

６
３
０
万
円

　

大
会
・
合
宿
等
の
誘
致
や
支
援
を
行

い
、
交
流
人
口
拡
大
を
図
り
ま
す
。

・
み
な
ス
ポ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業

６
４
２
万
円

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
地
域
お

こ
し
協
力
隊
）
を
委
嘱
し
、
水
俣
ユ
ニ
オ

ン
Ｆ
Ｃ
Ｗ
の
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
の
取
組
を
支
援
し

ま
す
。

●
「
選
ば
れ
る
水
俣
」
推
進
事
業

・
水
俣
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
推
進

１
０
９
万
円

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
「
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
」
機

能
を
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
よ
る

ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
人
材
育
成７

３
４
万
円

　

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
し
、

専
門
家
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
推
進
し
ま
す
（
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
支

援
も
含
む
）。

・
移
住
定
住
推
進

３
３
２
９
万
円

　

既
存
施
策
の
拡
充
に
加
え
、「
関
係

人
口
創
出
」
を
目
的
と
し
、
江
口
寿
史

氏
と
コ
ラ
ボ
し
た
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
東
京
で
開
催
す
る
も
の
で
す
。

・
結
婚
支
援

６
８
０
万
円

　

婚
姻
に
伴
う
住
宅
取
得
・
入
居
・
リ

フ
ォ
ー
ム
・
引
っ
越
し
費
用
等
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

・
産
業
人
材
育
成

　

６
５
５
万
円

　

半
導
体
人
材
育
成
研
修
に
関
す
る
宿

泊
・
教
材
・
交
通
費
の
補
助
制
度
を
実

施
し
ま
す
。

●
「
外
貨
を
稼
ぐ
水
俣
」
推
進
事
業

・
稼
げ
る
水
俣
農
業
推
進
事
業６

７
２
万
円

　

農
産
物
集
荷
、
農
業
用
施
設
、
種
苗

導
入
、
新
技
術
・
ブ
ラ
ン
ド
導
入
な
ど
、

９
事
業
を
包
括
支
援
す
る
も
の
で
す
。

・
事
業
者
支
援

７
５
０
万
円

　

市
場
開
拓
、
新
商
品
・
新
技
術
開
発
、

販
路
拡
大
の
３
補
助
金
を
実
施
し
ま
す
。
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【令和７年度会計別当初予算】

一般会計予算 15,966,000 水道事業会計　収益的収入 429,287

国民健康保険事業特別会計 3,371,240 水道事業会計　収益的支出 403,083

後期高齢者医療特別会計 553,537 水道事業会計　資本的収入 216,821

介護保険特別会計 3,760,913 水道事業会計　資本的支出 539,653

病院事業会計　収益的収入 8,352,562 公共下水道事業会計　収益的収入 837,507

病院事業会計　収益的支出 8,349,185 公共下水道事業会計　収益的支出 834,656

病院事業会計　資本的収入 234,454 公共下水道事業会計　資本的収入 242,855

病院事業会計　資本的支出 892,316 公共下水道事業会計　資本的支出 512,296

厚
生
文
教
委
員
会

●
窓
口
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

１
０
２
６
万
円

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
の
セ
ミ
セ
ル

フ
レ
ジ
及
び
「
ら
く
ら
く
窓
口
」
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
と
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ

ム
運
用
に
関
す
る
も
の
で
す
。

●
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
工
事

１
億
３
１
９
万
円

　

二
小
校
舎
外
壁
等
改
修
工
事

●
小
中
学
校
施
設
整
備
工
事７

４
７
７
万
円

　

一
小
旧
校
舎
解
体
・
駐
車
場
整
備
費

用
及
び
袋
小
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
空
調
設

備
更
新
工
事

●
発
掘
調
査
測
量
等
業
務
委
託
料

１
８
９
５
万
円

●
陣
内
官
軍
墓
地
通
路
復
旧
工
事

８
２
６
万
円

●
文
化
会
館
ト
イ
レ
改
修
工
事

２
８
４
０
万
円

●
文
化
会
館
非
常
用
発
電
機
等
更
新
工
事

４
３
８
５
万
円

●
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事

　

３
１
６
３
万
円

　

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
及
び
温
水
発
生
機
な

ど
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
工
事
を

行
う
も
の
で
す
。

●
学
校
給
食
費
補
助
金

３
０
８
６
万
円

　

小
中
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て
、
月

額
補
助
を
1
人
当
た
り
１
０
０
０
円
か

ら
１
５
０
０
円
に
増
額
。
ま
た
、
在
籍

し
て
い
る
児
童
生
徒
の
第
２
子
は
半
額
、

第
３
子
以
降
は
無
料
に
す
る
も
の
で
す
。

●
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
、
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情

 

（
継
続
審
査
）

●
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

蓑
田　

誠
一
氏
（
八
代
市
二
見
洲
口
町
）

陳

情

人

事

（千円）
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【歳出】
15,966,000

【歳入】
15,966,000

民生費
5,692,844
36％

衛生費
2,070,532
13％

農林水産費
461,269
3％

商工費
230,142
1％

消防費
480,998
3％

教育費
1,345,900
8％

災害復旧費
61
0％ 公債費

2,090,684
13％

予備費
15,000
0％

土木費
1,097,608
7％

総務費
2,340,026
15％

議会費
140,936
1％

市税
3,204,499
20％

その他各種交付金
679,419
4％

（千円）（千円）

市債
735,200
5％

繰入金
1,020,268
6％

地方譲与税
177,700
1％

県支出金
1,236,370
8％

国庫支出金
2,439,513
15％ 地方交付税

5,685,078
36％

諸収入
221,867
1％

その他
566,086
4％

【歳出】
15,966,000

【歳入】
15,966,000

民生費
5,692,844
36％

衛生費
2,070,532
13％

農林水産費
461,269
3％

商工費
230,142
1％

消防費
480,998
3％

教育費
1,345,900
8％

災害復旧費
61
0％ 公債費

2,090,684
13％

予備費
15,000
0％

土木費
1,097,608
7％

総務費
2,340,026
15％

議会費
140,936
1％

市税
3,204,499
20％

その他各種交付金
679,419
4％

（千円）（千円）

市債
735,200
5％

繰入金
1,020,268
6％

地方譲与税
177,700
1％

県支出金
1,236,370
8％

国庫支出金
2,439,513
15％ 地方交付税

5,685,078
36％

諸収入
221,867
1％

その他
566,086
4％

議案

会
派 真志会 光政会 自民

新未来
Iʼs

水俣
日本

共産党
公
明
党

こ
ど
も

未
来
会

参
政
会

結果議
員
名

杉
本　

康
宏

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

真
野　

頼
隆

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

森
川　

武
治

田
口　

憲
雄

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　
　

朱

牧
下　

恭
之

吉
野　
　

誠

肥
山　

美
緒

議第10号　水俣
市国民健康保険
税条例の一部を
改正する条例の
制定について

賛
否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 議

長 賛 賛 賛 賛 否 否 賛 賛 賛

賛成：13
反対：２
により可決

（反対討論）
⃝　令和８年４月からの国保税引上げを目的とした条例改正案であり、物価

高で市民生活が目に見えて悪化していることに加え、逃れようのない税の
負担増によってさらに市民を苦しめることになる本条例には賛成しかねる。
国庫負担の増額をこれまで以上に強く求め、この苦しい時期に保険料を上
げることは避けるべきと考える。

議第16号　水俣
市文化会館条例
の一部を改正す
る条例の制定に
ついて

賛
否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 議

長 賛 賛 賛 賛 否 否 賛 賛 賛

賛成：13
反対：２
により可決

（反対討論）
⃝　「公共施設」には、誰もが気軽に地域活動や文化活動に参加できる機会

を提供するという役割があり、市場動向に合わせた安易な料金改定はすべ
きではない。このような時だからこそ市が積極的に利用しやすい条件を整
え、市民の自発的活動を促し、文化の高揚に努めるべきである。

賛否の分かれた事案
議案の審議結果

《
市
議
会
に
お
け
る
条
例
及
び

規
則
の
一
部
改
正
》

●
水
俣
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
の
制
定

　

地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
標
準
市
議

会
会
議
規
則
の
改
正
に
合
わ
せ
て
、
議

会
に
お
け
る
手
続
に
つ
い
て
情
報
通
信

技
術
を
利
用
し
た
方
法
に
よ
り
行
う
こ

と
、
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
に

よ
り
委
員
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
共
通
の

事
項
を
定
め
る
ほ
か
、
電
子
表
決
シ
ス

テ
ム
の
仕
様
の
変
更
に
よ
る
表
決
方
法

の
見
直
し
及
び
文
言
等
の
整
理
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
規
定
す
る
た
め
に
制
定

す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
に
よ
り
委

員
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
共
通
の
事
項
を
定

め
る
ほ
か
、
文
言
等
の
整
理
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
規
定
す
る
た
め
に
制
定
す

る
も
の
で
す
。
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総
務
産
業
委
員
会

●
防
災
資
機
材
等
消
耗
品
費　

２
１
６
４
万
円

　

令
和
６
年
度
の
国
の
補
正
予
算
で

国
が
創
設
し
た
交
付
金
を
活
用
し
、

避
難
所
に
簡
易
ベ
ッ
ド
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

●
都
市
公
園
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
他

２
９
７
万
円

厚
生
文
教
委
員
会

●
省
エ
ネ
家
電
製
品
買
換
え
促
進
補
助
金

 

２
０
０
０
万
円

●
低
所
得
者
支
援
給
付
金　

１
億
３
２
０
０
万
円

　

①
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世

帯
全
員
が
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
対
し
１
世
帯
当
た
り
３
万

円
の
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

●
低
所
得
者
支
援
こ
ど
も
加
算
給
付
金

 

６
０
０
万
円

　

①
の
同
一
世
帯
に
18
歳
以
下
の
児

童
が
い
る
世
帯
に
対
し
、
児
童
１
人

当
た
り
２
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

●
水
俣
病
資
料
館
収
蔵
庫
増
設
工
事
他

 

１
億
１
７
４
３
万
円

　

水
俣
病
資
料
館
収
蔵
庫
の
第
２
期

工
事
（
主
に
内
装
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
）
に
係
る
費
用
で
す
。

主

な

補

正

【令和６年度会計別補正予算】 （千円）
会 計 名 補正額 補正後の額

一般会計（第11号）(専決） 163,908 17,577,082
一般会計（第12号） 1,012,788 18,589,870
国民健康保険事業特別会計（第３号） 8,486 3,561,794
後期高齢者医療特別会計（第４号） △8,847 523,384
介護保険特別会計補正（第５号） 34,679 3,805,973
病院事業会計（第２号）　収益的収入 60,525 8,147,994
病院事業会計（第２号）　収益的支出 50,119 8,117,078
病院事業会計（第２号）　資本的収入 2,409 1,409,653
病院事業会計（第２号）　資本的支出 2,456 2,236,074
公共下水道事業会計（第３号）収益的収入 17,925 864,984
公共下水道事業会計（第３号）収益的支出 17,925 864,984
公共下水道事業会計（第３号）資本的収入 △2,666 156,848

市議会だより第１０１号（２月１日号）の「陳情・決議」についての問合せが寄せられたため、補足いたします。
●「陳第５号　松本和幸市議会議員の行為が水俣市政治倫理条例違反に該当するかどうか水俣市議会の調査を求める陳情」が、審議未了となったことに
ついて
本陳情は、水俣市議会に、政治倫理条例に基づく調査を求めるものでしたが、この調査は、条例・規則に基づく所定の手続が必要なため、陳情のみをもっ
て調査することはできないことを確認しました。よって、本陳情は、議会において【採択・不採択】を決することのできる案件ではないとの結論に至り、
「審議未了」と決することになったものです。
その後については、３月３日、市民団体から松本和幸市議に政治倫理条例違反の疑いがあるとして「政治倫理審査会」を設置し調査を求める請求が提出
されました。

●「決議第１号　杉迫一樹議員に対する問責決議」の内容について
「陳第５号」の委員会審査の中で、秘密会として審査が行われたものに関し、守秘義務のある情報の取扱いは、慎重に行う必要があることを委員全員で
確認したにもかかわらず、議事や発言内容から、外部関係者と思われる市民を特定し接触を図るなど、不適切な行為が行われたことに対し、問責を決議
したものです。

みなまた市議会だより第101号（２月１日号）の掲載内容について
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「交通事故死ゼロを目指す日」キャンペーン　（４月10日、水俣市役所交差点付近国道３号線上）
　交通安全協会や水俣警察署などと合同
で啓発活動を実施しました。のぼり旗な
どを使って、交通安全への意識を高めて
もらうよう呼びかけました。

水俣・芦北地区自衛隊入隊予定者合同激励会　（３月８日、水俣市役所３階大会議室）
　水俣・芦北地区から新たに入隊予定の５人の方々の激励会が自衛隊家族会の主催で開かれ、１市２町の首
長、議長も出席、新入隊員の活躍を願いました。

トピックス
水俣市スポーツ功労等表彰受賞者合同祝賀会　（２月14日、あらせ会館）
　本市のスポーツ振興に、競技者、指導者、役員等様々な立場で多大な功績をあげられた方々に感謝しお祝
いする祝賀会が開かれ、高岡市長とともに岩村議長も出席、祝辞を述べました。

第52回市民駅伝競走大会　（２月23日、エコパーク水俣陸上競技場）
　水俣の春の一大スポーツイベントであ
る市民駅伝競走大会。第52回となる今
大会には、地域の部、職域・中高生の部、
キッズの部に計61チーム、749人が参加。
市議会も選抜メンバーを投入、結果はさ
ておき、参加者の皆さんと一緒にさわや
かな汗を流しました。

第２回みなまたモルック大会 in エコパーク水俣　（３月23日、エコパーク水俣）
　大人も子供も初心者でも楽しめるモ
ルック大会が昨年１月の好評を受け、第
２回大会が開催されました。53チーム
が参加する中、市議会チームも２チーム
出場。真剣勝負あり、笑顔ありの楽しい
ひとときを過ごしました。

議会事務局辞令交付式　（４月１日、正副議長室）
　令和７年度の人事異動があり、議会事務局に新しいメンバー
２人を迎えました。円滑な議会運営のため、職員一丸となって
頑張ります。
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＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

●議第19号　令和７年度水俣市一般会計予算中付託分

質疑―文化会館のトイレ改修工事の内容は
答弁―現在のトイレの数に対して洋式トイレが少な

い状況であるため、主な改修内容は洋式化で
ある。

質疑―自主文化事業の演目選定の基準は何か
答弁―様々な業者の提案等から偏りがないよう留意

しつつ、市民にとって可能な限り安価で質の
高いものを提供するという視点である。

質疑―令和６年度に完了した第二中学校屋根改修工
事について、工事完了後も屋根から非常に大
きな音が鳴り響いているが、教育委員会は今
後どのように対応するのか

答弁―問題の報告を受けたのが３月だったため、今
月中に業者と市担当者で打合せを行い、対応
していく。

質疑―スクールソーシャルワーカーと水俣市子ども
自立支援室指導員の業務の違いは何か

答弁―スクールソーシャルワーカーは、不登校等の
問題を抱えている児童生徒のために、学校・
保護者・各種関係機関との連携や調整を行い
問題解決に努めるもの。水俣市子ども自立支
援室指導員は、水俣市高齢者福祉センター３
階に設けており、学校へ登校することが困難
な児童生徒の居場所において支援を行ってい
る。

質疑―戸籍住民基本台帳事務について、マイナンバ
ーカードによる印鑑登録証明書の取扱いはど
のようになるのか

答弁―マイナンバーカードで印鑑証明書の交付を受 
ける場合には、６桁以上の暗証番号の電子署
名設定が必要。確認や手続に時間もかかり、
設定していない人もいるため当面は印鑑登録
証も必要と考えている。

質疑―遠方分娩施設交通費等助成金の内容は
答弁―ハイリスクの妊婦に対し、周産期母子医療セ

ンターまでの交通費及び近くで待機する場合
の宿泊費を補助するものである。

●議第19号　令和７年度水俣市一般会計予算中付託分

質疑―電気自動車の購入を予定しているが、経済性
や環境性はガソリン車と比較してどうか

答弁―環境課保有の電気自動車が経年劣化で廃車と
なり、後継車として購入予定である。環境性
能等については、これまでもすべての公用車
について、ガソリン消費量と二酸化炭素排出
量を記録しており、今後も記録を続ける。

質疑―水俣高校総合支援補助金の対象となる生徒は
どのくらいいるか

答弁―肥薩おれんじ鉄道定期代補助の対象が約50人、
半導体情報科へ進学する生徒への学用品購入
補助の対象が８人である。

質疑―農産物集荷システム構築支援の状況は
答弁―山間部で野菜を生産している高齢者の生きが

いづくりとして、販売先まで野菜を持ってい
く集荷を行い道の駅で販売する取組である。
今年度は猛暑の影響で野菜が不作で今年２月
に初めて集荷した。

質疑―袋インターの状況及び高速道路の進捗状況に
ついて

答弁―高速道路の開通時期は国土交通省からまだ示
されていないが、進捗状況は当省ホームペー
ジを参照してほしい。アクセス道路について
は、高速道路工事の進捗に合わせて工事を進
めている。

質疑―梅戸・明神線の整備状況について
答弁―県に対し市町村に代わって代行事業として行

うことを要望し県で進めていく。エコパーク
利用者が通行しやすくなるために、１年でも
早く整備できるよう要望していきたい。

質疑―観光振興推進体制強化事業について、どのよ
うな形で人材を採用するのか

答弁―総務省の地域活性化起業人制度を活用し、首
都圏等に所在する企業から人材を派遣しても
らう。その人材を活用し即戦力となるような
支援をもらい、みなまた観光物産協会の体制
強化を考えている。

委員長：牧下　副委員長：木戸
岩村・小路・杉迫・田口・平岡・肥山厚生文教 委員長：真野　副委員長：高岡

桑原・杉本・藤本・松本・森川・吉野総務産業

8
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あなたの声を市政に

●小路　貴紀
１．水俣高校の支援について
２．移住定住施策の支援拡充について
３．中心市街地の活性化について
４．スポーツを中心とした活力創出について
５．子育て世帯への支援拡充策について
６．上下水道事業について

●森川　武治
１．第八次水俣・芦北地域振興計画について
２．農業者の確保について

●平岡　朱
１．出生数の減少に伴う子育て支援について
２．多様な性を生きる人たちが暮らしやすい社
会の実現について

●藤本　寿子
１．水俣市こども家庭センターについて
２．水俣の「自然」や「文化財」を生かした観
光について

３．（仮称）肥薩ウインドファーム及び（仮称）
出水ウインドファームによる大型風力発電
建設計画について

●桑原　一知
１．台湾との交流について
２．湯の児開湯100周年と観光施策の方向性に
ついて

３．農業振興について
４．水俣市地域公共交通計画について

●高岡　朱美
１．令和７年度施政方針について

●杉迫　一樹
１．水俣ONSENプロモーションについて
２．総合体育館トレーニングルームの充実について
３．本市が管理している上下水道管の状況について

●吉野　誠
１．子ども・子育て支援事業計画について

●牧下　恭之
１．帯状疱疹ワクチンの定期接種化について
２．学校体育館の空調整備について
３．防犯カメラ設置補助について

●杉本　康宏
１．消防団について
２．ネーミングライツ事業の導入について
３．子供たちの学ぶ環境（学校）の整備について

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご覧
いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。

9
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議員

【検索と置換】（テキスト）文字スタイル指定
　　　　　　　（字形）ゴシック MB101 Pr6 H
　　　　　　　　　　問 CID：3824→問 CID：10498　答 CID：3188→答 CID：10761

答
　
適
正
か
つ
健
全
な
事

業
運
営
を
図
る
た
め
条
例

に
基
づ
き
設
置
、
令
和
９

年
４
月
の
上
下
水
道
料
金

の
値
上
げ
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
た
だ
く
。

そ
の
他

①
新
築
住
宅
の
建
築
等
に

際
す
る
住
居
取
得
支
援
補

助
金
及
び
市
産
材
利
用
促

進
事
業
に
関
す
る
【
移
住

定
住
施
策
の
支
援
拡
充
】

②
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
水
俣
ユ
ニ
オ
ン
」
支
援

策
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

募
集
及
び
台
湾
と
の
交
流

機
会
の
創
出
に
関
す
る

【
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し

た
活
力
創
出
】
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

た
な
事
業
と
は

答
　
乳
幼
児
の
１
か
月
児

健
康
診
査
時
の
費
用
助
成

等
、
ま
た
産
婦
事
業
で
は

産
後
間
も
な
い
健
康
診
査

費
用
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦

の
遠
方
分
娩
施
設
交
通
費

等
助
成
事
業
等
、
母
子
保

健
の
充
実
を
図
る
。

問
　
給
食
費
の
大
幅
な
補

助
拡
充
の
内
容
と
は

答
　
令
和
元
年
度
実
施
の

月
額
１
千
円
か
ら
、
1.5
千

円
へ
引
き
上
げ
、
第
２
子

半
額
及
び
第
３
子
以
降
は

無
償
と
す
る
。

上
下
水
道
事
業

に
つ
い
て

問
　
上
水
道
管
及
び
下
水

道
管
の
現
状
と
老
朽
化
対

策
の
状
況
は

答
　
上
水
道
管
の
法
定
耐

用
年
数
超
過
は
約
28
㎞
、

下
水
道
管
の
超
過
は
な
く
、

異
常
の
場
合
は
修
繕
補
修

や
更
新
等
を
進
め
て
い
く
。

問
　
審
議
会
設
置
の
目
的

は
何
か

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
　
使
用
可
能
と
な
れ
ば
、

令
和
７
年
度
に
設
計
業
務
、

８
年
度
中
の
工
事
完
了
を

想
定
し
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
拡
充
策

に
つ
い
て

問
　
新
た
な
放
課
後
児
童

の
居
場
所
づ
く
り
と
は

答
　
民
設
学
童
ク
ラ
ブ
を

１
か
所
増
設
予
定
の
ほ
か
、

緊
急
対
策
事
業
と
し
て
認

定
こ
ど
も
園
２
か
所
で
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
乳
幼
児
及
び
妊
産
婦

の
健
康
診
査
に
関
す
る
新

ア
ス
カ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と

交
流
機
会
を
つ
く
っ
て
は

答
　
芦
北
町
、
津
奈
木
町

の
中
学
校
に
も
発
信
の
機

会
が
増
や
せ
る
よ
う
関
係

機
関
と
協
議
し
た
い
。

問
　
市
外
入
学
者
対
応
で
、

空
き
家
活
用
に
よ
る
仮
住

ま
い
の
確
保
が
必
要
で
は

答
　
整
備
の
方
法
や
家
賃

補
助
も
含
め
関
係
先
と
協

議
を
進
め
る
。

中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
つ
い
て

問
　
エ
ム
ズ
シ
テ
ィ
の
活

用
も
含
め
、
重
点
的
に
取

り
組
む
施
策
は
何
か

答
　
空
き
店
舗
等
を
活
用

す
る
意
欲
的
な
事
業
者
へ

の
新
た
な
補
助
制
度
、
エ

ム
ズ
シ
テ
ィ
の
空
き
フ
ロ

ア
は
民
間
の
力
を
後
押
し

し
つ
つ
、
本
市
も
「
中
心

市
街
地
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
に
て
公
共

施
設
の
機
能
移
転
も
含
め

検
討
し
て
い
る
。

問
　
エ
ム
ズ
シ
テ
ィ
活
用

水
俣
高
校
の
支

援
に
つ
い
て

問
　
新
設
の
半
導
体
情
報

科
の
入
学
予
定
者
は

答
　
募
集
定
員
20
人
に
対

し
、
前
期
７
人
後
期
１
人

の
予
定
で
あ
る
。

問
　
新
た
な
支
援
の
拡
充

策
は
ど
う
い
う
も
の
か

答
　
半
導
体
情
報
科
に
学

用
品
助
成
、
工
業
系
及
び

商
業
系
で
は
資
格
取
得
合

格
者
へ
検
定
料
助
成
、
定

期
代
の
増
額
等
で
あ
る
。

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
利
活

用
策
で
、
水
俣
高
校
へ
の

弁
当
配
達
は
ど
う
か

答
　
弁
当
配
達
は
難
し
い

が
、
30
人
程
度
の
給
食
提

供
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。

問
　
水
俣
・
芦
北
管
内
の

中
学
校
と
水
俣
高
校
及
び

令和７年度の新たな事業展開に期待膨らむ
街づくり、スポーツ、子育て、教育等の充実を

活用が期待されるエムズシティ

工事の作業現場

（真志会）
小路　貴紀

1010



No.102

議員

顔写真・名前・所属はライブラリに保管済み

答
　
水
俣
市
で
は
、
認
定

就
農
者
に
対
し
、
就
農
か

ら
３
年
ま
た
は
５
年
の
期

間
、
経
営
策
定
と
就
農
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
国
の
経
営
開
始
資
金

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

水
俣
市
や
芦
北
町
、
津
奈

木
町
の
各
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
等
で
構
成

す
る
「
新
た
な
担
い
手
確

保
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
に
お
い
て
認
定

新
規
就
農
者
が
実
際
に
就

農
す
る
ま
で
の
期
間
、
農

産
物
の
管
理
等
や
様
々
な

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

移
住
し
て
就
農
す
る
方
に

対
し
て
は
、
移
住
、
定
住

支
援
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。

令
和
５
年
に
は
53
．
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
４
７
７
．
９

ト
ン
と
減
少
、
甘
夏
に
つ

い
て
は
平
成
26
年
、
１
４

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
２
３
４

７
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
令

和
５
年
に
は
69
．
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
１
０
５
６
ト
ン

と
半
減
し
て
い
る
。

　

サ
ラ
ダ
た
ま
ね
ぎ
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た

サ
ラ
た
ま
ち
ゃ
ん
選
果
場

の
出
荷
実
績
に
よ
る
と
、

平
成
27
年
に
は
、
45
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
８
２
５
ト
ン
に

ま
で
減
っ
て
い
る
。

問
　
過
去
10
年
間
に
お
い

て
、
水
俣
市
の
認
定
新
規

就
農
者
の
う
ち
、
柑
橘
類

で
就
農
し
た
農
業
者
は
ど

れ
く
ら
い
い
る
の
か

答
　
青
年
就
農
計
画
認
定

を
受
け
た
柑
橘
類
で
就
農

さ
れ
た
方
は
平
成
26
年
度

か
ら
10
年
で
10
人
、
現
在

も
続
け
て
い
る
人
は
９
人

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
水
俣
市
の
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う

な
も
の
を
行
っ
て
い
る
か

農
業
者
の
確
保

に
つ
い
て

問
　
水
俣
市
農
業
従
事
者

お
よ
び
基
幹
作
物
で
あ
る

不
知
火
、
甘
夏
、
サ
ラ
ダ

た
ま
ね
ぎ
の
生
産
量
お
よ

び
作
付
面
積
の
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か

答
　
農
業
従
事
者
数
に
つ

い
て
は
、
平
成
７
年
の
８

７
２
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

に
転
じ
、
令
和
２
年
は
４

２
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

不
知
火
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
に
は
、
作
付
面
積

87
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
量

６
７
１
ト
ン
だ
っ
た
が
、

を
見
据
え
、
水
俣
の
社
会

と
経
済
が
持
続
す
る
た
め
、

さ
ら
な
る
地
域
の
魅
力
創

出
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ

い
て
、
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。

問
　
第
七
次
計
画
の
成
果

と
課
題
を
踏
ま
え
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
関
与
し

て
い
く
の
か

答
　
水
俣
・
芦
北
地
域
振

興
計
画
は
、
県
が
中
心
と

な
り
、
地
域
自
治
体
と
連

携
し
て
策
定
す
る
計
画
で

あ
り
、
本
計
画
に
基
づ
き

毎
年
実
施
し
て
い
る
国
、

県
に
対
す
る
提
案
、
要
望

活
動
に
よ
り
、
必
要
な
財

源
を
確
保
し
、
本
市
が
推

進
す
る
地
域
振
興
に
資
す

る
重
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
第
八
次
振

興
計
画
に
お
い
て
も
掲
載

い
た
だ
く
よ
う
調
整
し
て

い
く
。

第
八
次
水
俣
・

芦
北
地
域
振
興

計
画
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
進
捗
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

答
　
第
八
次
水
俣
・
芦
北

振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
と
１
市
２
町
が

連
携
し
な
が
ら
策
定
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
骨

子
と
な
る
基
本
理
念
・
目

標
・
施
策
の
方
向
性
を
ま

と
め
た
基
本
構
想
に
つ
い

て
策
定
作
業
中
で
、
令
和

７
年
７
月
頃
を
目
途
に
決

定
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
　
市
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
は
何
か

答
　
本
市
最
大
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
と
高
齢
化

農業者の確保について

（自民新未来）
森川　武治
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修
の
実
施
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

水
俣
市
が
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
制
度

を
利
用
し
た
い
カ
ッ
プ
ル

の
移
住
地
の
選
択
肢
に
も

な
り
、「
み
ん
な
が
幸
せ

を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」
に

な
る
。
本
市
も
ぜ
ひ
制
度

の
導
入
を
進
め
て
は
ど
う

か答
　
同
性
婚
に
関
し
て
全

国
で
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
て

お
り
、
東
京
高
裁
、
福
岡

高
裁
に
お
い
て
は
最
高
裁

に
上
告
す
る
な
ど
係
争
中

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
裁
判
や
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

る
方
針
」
を
定
め
、
性
別

記
載
の
あ
る
申
請
書
等
に

つ
い
て
法
的
に
義
務
付
け

ら
れ
た
も
の
や
業
務
上
必

要
な
も
の
を
除
き
、
性
別

欄
の
削
除
、
ま
た
は
配
慮

し
た
記
載
を
行
う
よ
う
に

し
、
要
綱
等
の
改
正
に
併

せ
順
次
見
直
し
て
い
る
。

問　
小
中
学
校
の
制
服
等

に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
に
配
慮
し
た
制
服
に

す
る
こ
と
を
教
育
委
員
会

が
リ
ー
ド
す
る
形
で
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
か

答
　
校
則
の
変
更
は
校
長

の
責
任
に
よ
り
行
う
も
の

だ
が
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
学
校
の
取
組
が
進
む

よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

問　
当
事
者
の
声
を
聞
く

機
会
を
設
け
る
な
ど
市
職

員
や
教
職
員
の
研
修
の
場

を
設
け
て
は
ど
う
か

答
　
学
校
に
お
い
て
は
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
を
招
い
た

講
話
な
ど
の
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。
市
職
員
向
け

に
は
人
権
だ
よ
り
で
啓
発

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
研

子
供
に
関
す
る
施
策
に
加

え
、
教
育
、
雇
用
、
医
療

な
ど
幅
広
い
施
策
を
含
む

「
こ
ど
も
施
策
」
を
検
討

し
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

多
様
な
性
を
生
き
る
人

た
ち
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
実
現
に
つ
い
て

問　
性
別
記
入
が
必
要
な

書
類
に
つ
い
て
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

取
組
状
況
は
ど
う
か

答
　
令
和
５
年
３
月
に

「
申
請
書
に
お
け
る
性
別

記
載
欄
の
見
直
し
に
関
す

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か

答
　
昨
今
の
人
口
減
少
や

少
子
化
の
状
況
、
児
童
生

徒
数
の
推
移
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
、
再
編
等
の
必

要
性
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
す
る
。

問
　
子
育
て
支
援
と
し
て
、

副
食
費
を
含
め
た
保
育
料

を
完
全
無
償
化
し
て
は
ど

う
か

答
　
完
全
無
償
化
を
行
う

た
め
に
は
財
源
の
確
保
等

が
不
可
欠
な
の
で
国
等
に

対
し
機
会
を
捉
え
支
援
を

求
め
た
い
。

問
　
給
食
費
の
完
全
無
償

化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

答
　
国
に
お
い
て
無
償
化

が
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め

そ
の
動
向
を
注
視
し
、
市

の
財
政
状
況
も
踏
ま
え
考

え
て
い
く
。

問
　
今
後
、
水
俣
市
が
考

え
て
い
る
さ
ら
な
る
子
育

て
支
援
策
が
あ
る
か

答
　
現
在
「
第
３
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
中
で
あ
る
。

出
生
数
の
減
少

に
伴
う
子
育
て

支
援
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
年
間
出
生
数

は
２
０
２
１
年
度
１
１
８

人
、
２
０
２
２
年
度
１
１

５
人
、
２
０
２
３
年
度
69

人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か

答
　
若
者
や
子
育
て
世
代

の
転
入
者
の
確
保
や
定
住

化
を
促
す
取
組
、
子
供
や

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
支
援
策
の
拡
充
を

図
る
等
、
若
い
世
代
が
水

俣
で
暮
ら
し
子
供
を
産
み

育
て
た
い
と
思
え
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
小
中
学
校
の
再
編
等
、

子育て支援として
保育料・学校給食費の完全無償化を

（日本共産党）
平岡　朱
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敷
設
以
来
数
十
年
が
経
っ

て
お
り
、
大
型
車
急
増
に

よ
り
、
破
損
漏
水
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
。

問　
市
長
に
お
願
い
し
た

い
。
建
設
予
定
地
に
再
び

足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。
ま

た
、
住
民
説
明
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

ど
う
か

答
　
現
地
へ
は
必
要
で
あ

れ
ば
足
を
運
ぶ
。
ま
た
説

明
会
に
は
、
状
況
に
応
じ

参
加
す
る
。　

問　
業
者
の
見
解
書
を
待

つ
ま
で
も
な
く
、
水
俣
市

の
各
種
計
画
と
整
合
性
が

あ
る
か
検
証
し
、
業
者
の

計
画
に
受
け
身
に
な
ら
ず

市
と
し
て
独
自
の
見
解
を

表
明
す
る
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
か

答
　
各
種
計
画
を
踏
ま
え

独
自
の
見
解
は
意
見
書
と

し
て
公
表
し
て
い
る
。

（
仮
称
）肥
薩
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
及
び（
仮
称
）

出
水
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
に
よ
る
大
型
風
力
発

電
建
設
計
画
に
つ
い
て

問　
平
通
り
は
、
道
路
下

に
上
下
水
道
管
が
敷
設
さ

れ
て
お
り
、
住
民
か
ら
大

型
車
両
が
、
１
日
３
０
０

台
以
上
通
る
と
な
る
と
影

響
は
な
い
の
か
心
配
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
何
ら

か
影
響
が
あ
る
と
思
う
か

答
　
一
般
的
に
は
、
大
型

車
両
に
限
ら
ず
、
自
動
車

が
通
行
す
る
た
め
何
ら
か

影
響
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
湯
の
鶴
温
泉
街
の
道

路
下
に
つ
い
て
、
市
長
意

見
で
は
、「
温
泉
送
湯
管

が
埋
め
ら
れ
て
い
る
た
め

大
型
車
の
通
行
量
に
よ
り

破
損
が
懸
念
さ
れ
る
」
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
に
心
配
し
て
い
る

の
か

答
　
民
営
団
体
が
埋
設
し

た
源
泉
送
湯
管
で
あ
り
、

や
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
が
要

件
と
な
っ
て
お
り
、
本
市

に
は
そ
ぐ
わ
な
い
面
が
多

い
と
考
え
る
。

問　
文
化
財
を
活
用
し
た

観
光
と
い
う
こ
と
で
は
、

水
俣
市
は
文
化
財
活
用
計

画
が
文
化
庁
の
認
定
を
受

け
た
。
水
俣
病
関
連
遺
跡

に
つ
い
て
市
民
か
ら
保
存

と
活
用
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て

の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
か

答
　
ま
ず
は
、
把
握
調
査

が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
市
民
に
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

今
後
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か

答
　
引
き
続
き
、
機
会
を

捉
え
た
周
知
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
周
知
す
る
。

水
俣
の「
自
然
」や

「
文
化
財
」を
生
か

し
た
観
光
に
つ
い
て

問　
交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
「
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
み
な
ま
た
」
の
再
整
備

は
考
え
ら
れ
な
い
か

答
　
施
設
の
整
備
費
、
維

持
管
理
費
が
想
定
さ
れ
整

備
は
難
し
い
。
あ
り
の
ま

ま
の
自
然
を
生
か
し
た
活

用
を
考
え
て
い
る
。

問　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
へ
の
動
き
を
す
る
中
、

観
光
に
結
び
つ
け
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か

答
　
地
形
・
地
質
遺
産
に

関
す
る
保
全
研
究
、
教
育

水
俣
市
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
機
能
は
ど
の
よ
う

か答
　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
家
族
の
心
配
事
に
、
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
家

庭
相
談
員
等
が
一
体
的
に

支
援
し
て
い
る
。

問　
相
談
は
多
く
あ
る
か

答
　
ひ
と
月
の
相
談
件
数

が
２
０
０
件
程
度
あ
る
。

問　
子
供
か
ら
の
相
談
は

受
け
る
の
か

答
　
来
庁
ま
た
は
電
話
や

メ
ー
ル
で
受
け
る
。

問　
出
か
け
て
い
き
話
し

を
聞
い
て
い
る
か

答
　
定
期
的
か
つ
必
要
に

応
じ
情
報
交
換
、
共
有
を

し
て
い
る
。

水俣市文化財保存地域計画の
文化庁認定を生かす施策を

（I's 水俣）
藤本　寿子
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水
俣
市
地
域
公
共

交
通
計
画
に
つ
い
て

問　
実
証
実
験
に
基
づ
き

「
ド
ア
Ｔ
Ｏ
ド
ア
乗
合
タ

ク
シ
ー
」
を
本
格
稼
働
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
り
高
く

評
価
さ
れ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
に
加
え
、
効
率
性
の

た
め
の
取
組
も
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
展
開

は答
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
乗

合
率
を
高
め
る
た
め
、
予

約
型
へ
の
転
換
を
進
め
る

ほ
か
、
利
用
者
の
予
約
状

況
に
応
じ
て
運
行
経
路
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
す

る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
を
、

山
間
部
を
中
心
に
導
入
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

客
を
図
る
た
め
、
記
念
式

典
の
開
催
、
記
念
品
の
作

成
を
は
じ
め
、
タ
ク
シ
ー

補
助
に
よ
る
２
次
交
通
支

援
、
開
湯
１
０
０
周
年
記

念
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る

周
知
を
行
い
、
機
運
を
盛

り
上
げ
て
い
く
。

農
業
振
興
に
つ

い
て

問　
地
域
計
画
を
基
に
集

落
営
農
組
織
を
つ
く
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か

答
　
策
定
し
た
地
域
計
画

を
基
に
地
域
の
中
心
と
な

る
担
い
手
や
既
存
の
集
落

営
農
組
織
に
農
地
を
集
約

す
る
と
と
も
に
、
受
け
手

が
決
ま
っ
て
な
い
農
地
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
声
を

伺
い
な
が
ら
、
基
盤
整
備

な
ど
の
国
や
県
の
事
業
活

用
を
検
討
し
、
新
規
就
農

者
や
新
た
な
集
落
営
農
組

織
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

を
支
援
し
て
い
く
。

湯
の
児
開
湯
１
０
０

周
年
と
観
光
施
策

の
方
向
性
に
つ
い
て

問　
湯
の
児
開
湯
１
０
０

周
年
を
迎
え
、
ど
の
よ
う

な
機
運
醸
成
の
取
組
を
行

う
の
か

答
　
１
０
０
周
年
用
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作

成
し
、
市
役
所
１
階
ス

ペ
ー
ス
や
道
の
駅
み
な
ま

た
、
湯
の
児
渚
の
交
番
Ｈ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
で
の

放
映
に
加
え
、
観
光
情
報

サ
イ
ト
や
各
種
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
で
発
信
し
て
い
る
。

ま
た
市
民
を
中
心
と
し
た

湯
の
児
温
泉
の
魅
力
を
再

認
識
と
年
間
を
通
し
て
誘

ど
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
交
流

を
進
め
た
い
旨
の
申
し
出

を
行
い
、
水
俣
市
が
半
導

体
人
材
の
育
成
を
目
指
す

の
な
ら
協
力
し
て
い
き
た

い
と
の
言
葉
を
頂
い
た
。

２
度
目
の
訪
台
で
は
「
台

湾
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
協

会
」、「
台
中
市
政
府
」
や

観
光
関
連
の
番
組
制
作
に

出
資
を
行
っ
て
い
る
「
桂

田
文
化
芸
術
基
金
會
」
を

訪
問
し
た
。
台
湾
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ト
協
会
で
は
、
台

湾
と
水
俣
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
る
大
会
に
出
場

し
、
人
的
交
流
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
合
意
で
き
た
。

ま
た
、
台
中
市
で
は
ス

ポ
ー
ツ
や
観
光
を
中
心
と

し
た
交
流
に
つ
い
て
、
継

続
し
て
協
議
を
行
う
。
今

後
は
、
高
度
な
人
材
育
成

に
向
け
た
台
湾
と
の
連
携

を
創
出
す
る
こ
と
や
観
光

や
経
済
面
に
お
け
る
台
湾

と
水
俣
の
新
た
な
連
携
を

目
的
に
進
め
て
い
く
。　

台
湾
と
の
交
流

に
つ
い
て

問　
市
長
は
こ
れ
ま
で
２

回
台
湾
を
訪
問
し
て
い
る

が
、
主
に
ど
の
よ
う
な
協

議
を
行
い
、
今
後
は
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の

か答
　
１
度
目
の
訪
台
時
に

は
「
台
湾
行
政
院
環
境
部

化
学
物
質
管
理
署
」
で
署

長
や
幹
部
の
方
々
と
面
会

し
、
台
湾
政
府
で
企
画
す

る
、
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を

水
俣
で
受
け
入
れ
る
な
ど

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い

と
の
言
葉
を
頂
い
た
。
ま

た
「
国
立
台
北
科
技
大

学
」
を
訪
問
し
た
際
は
、

学
長
と
面
会
し
、
水
俣
の

高
校
生
の
留
学
や
企
業
へ

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

グローバルな人材育成の推進に
期待

（真志会）
桑原　一知
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・
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
の
割
合
は

答
　
重
量
ベ
ー
ス
で
43
％

が
水
俣
・
葦
北
産
で
あ
る
。

問
　
来
年
度
か
ら
の
学
校

給
食
費
の
補
助
増
額
を
歓

迎
し
て
い
る
。
同
時
に
、

投
入
し
た
公
費
が
市
外
に

流
出
し
な
い
よ
う
１
０

０
％
水
俣
産
食
材
を
目
指

し
た
農
業
生
産
体
制
を
構

築
で
き
な
い
か
。
食
料
生

産
は
安
全
保
障
で
あ
り
、

公
共
事
業
に
位
置
づ
け
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
給

食
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
作
付

面
積
を
割
り
出
し
、
耕
作

作
業
や
育
成
を
地
元
の
建

設
業
、
農
家
、
新
規
就
農

者
な
ど
に
委
託
す
る
な
ど

こ
れ
ま
で
に
な
い
や
り
方

を
模
索
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
か

答
　
す
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て

お
り
、
そ
の
中
で
対
応
を

考
え
る
。

・
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
に
つ
い
て

問　
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
が
文
化
庁
の
認
可

を
受
け
た
。
令
和
７
年
度

の
予
定
は

答
　
蘇
峰
・
蘆
花
生
家
の

耐
震
調
査
と
官
軍
墓
地
ア

ク
セ
ス
道
の
復
旧
、
情
報

発
信
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
計
画
を
進
め
る
に
は

市
民
へ
の
十
分
な
周
知
が

大
事
だ
と
思
う
が

答
　
広
報
連
載
、
市
民
講

座
、
展
示
会
な
ど
し
て
い

く
。
御
提
案
の
自
治
会
へ

の
説
明
は
参
考
に
す
る
。

問　
事
前
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
未
来
に
継

承
し
た
い
文
化
財
」に「
水

俣
病
の
教
訓
」
が
最
も
多

く
選
ば
れ
た
。
こ
の
声
に

ど
う
応
え
る
か

答
　
近
現
代
の
遺
産
の
全

容
把
握
に
努
め
た
い
。

帰
り
た
い
」
と
連
絡
し
て

く
る
人
も
い
る
。
以
前
提

案
し
た
空
家
活
用
に
よ
る

低
家
賃
住
宅
を
整
備
し
、

定
住
を
促
し
て
は
ど
う
か

答
　
御
提
案
の
熊
本
県
空

き
家
活
用
促
進
モ
デ
ル
事

業
補
助
金
に
は
一
定
の
条

件
が
あ
り
難
し
い
。

問
　
条
件
は
制
度
設
計
次

第
で
ク
リ
ア
で
き
る
。
民

間
活
用
も
可
能
な
の
で
、

周
知
し
て
は
ど
う
か

答
　
民
間
か
ら
そ
の
よ
う

な
要
望
は
な
い
。

理
施
設
を
導
入
し
た
自
治

体
が
あ
る
。
１
万
１
千
ト

ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
と

建
設
費
も
半
分
と
聞
い
た
。

調
査
の
た
め
職
員
を
派
遣

し
て
は
ど
う
か

答
　
ま
ず
は
情
報
収
集
に

努
め
た
い
。

●
教
育
・
文
化
分
野

・
特
別
支
援
教
育
支
援
員

に
つ
い
て

問　
昨
年
、
特
別
支
援
教

育
を
受
け
持
つ
先
生
の
大

変
さ
を
訴
え
支
援
員
の
増

員
を
要
望
し
た
が
、
令
和

７
年
度
の
配
置
人
数
は

答
　
現
場
の
要
望
、
状
況

を
勘
案
し
昨
年
同
様
29
人

の
予
定
だ
。

●
世
界
へ
つ
な
が
る
水
俣

問
　
本
市
で
働
く
外
国
人

技
能
実
習
生
の
数
は

答
　
98
人
で
あ
る
。

問
　
実
習
生
は
３
年
働
き

転
籍
自
由
に
な
る
と
、
賃

金
の
高
い
と
こ
ろ
に
出
て

し
ま
う
人
も
い
る
が
「
水

俣
の
人
は
親
切
だ
っ
た
。

令
和
７
年
度
施

政
方
針
に
つ
い
て

●
活
力
生
ま
れ
る
水
俣

問　
エ
ム
ズ
シ
テ
ィ
周
辺

の
活
性
化
予
算
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
空
き
店
舗
の
活

用
に
加
え
て
公
園
化
を
前

提
に
し
た
解
体
補
助
を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
ら
れ
な
い

か答
　
公
園
化
す
る
た
め
の

財
源
確
保
が
難
し
い
。

●
環
境
分
野

問　
環
境
モ
デ
ル
都
市
行

動
計
画
で
は
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
あ
と
３
万
５
千

ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す

る
目
標
だ
が
具
体
策
は

答
　
令
和
７
年
度
は
計
画

の
見
直
し
を
す
る
予
定
だ
。

問　
燃
や
さ
な
い
ご
み
処

人口、商店街、温暖化、学校、農業 
令和７年度施政方針について

（日本共産党）
高岡　朱美

みなもんくらぶ主催のクリスマスパーティー
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問　
耐
用
年
数
を
超
え
て

い
る
も
の
は
ど
れ
ほ
ど
あ

る
か

答
　
上
水
道
管
は
約
28
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
下
水

道
管
は
な
い
。

問　
耐
用
年
数
を
超
え
て

い
る
上
下
水
道
管
の
更
新

状
況
は
ど
う
か

答
　
優
先
順
位
を
つ
け
更

新
を
行
っ
て
お
り
、
点

検
・
調
査
に
よ
り
異
常
が

見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
順

次
更
新
し
て
い
る
。

問　
上
下
水
道
管
の
破
損

に
よ
る
道
路
陥
没
や
水
の

噴
出
は
本
市
で
も
起
こ
り

得
る
の
か

答
　
起
こ
る
可
能
性
は
あ

る
。

問　
仮
に
本
市
で
陥
没
事

故
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の

市
民
へ
の
対
応
は
ど
う
か

答
　
早
期
復
旧
を
図
り
、

避
難
誘
導
や
避
難
場
所
の

確
保
。
断
水
に
伴
う
飲
料

水
の
確
保
等
を
準
備
し
て

い
る
。

答
　
平
成
11
年
度
に
市
民

の
健
康
づ
く
り
や
熊
本
国

体
に
向
け
整
備
し
た
。

問　
現
在
故
障
し
て
い
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
更

新
は
で
き
な
い
か

答
　
令
和
７
年
度
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
購
入
の
予

算
を
計
上
し
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

の
決
定
が
出
れ
ば
速
や
か

に
購
入
す
る
。

問　
今
後
の
活
用
・
充
実

に
つ
い
て
の
見
解
は

答
　
今
後
、
合
宿
等
で
利

用
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
し
、

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

本
市
が
管
理
し
て

い
る
上
下
水
道
管

の
状
況
に
つ
い
て

問　
湯
の
鶴
温
泉
が
、
映

画
「
す
ず
め
の
戸
締
ま

り
」
の
一
部
モ
デ
ル
地
で

は
と
の
噂
が
あ
る
が
、
制

作
会
社
へ
事
実
確
認
を
し

て
み
て
は
ど
う
か

答
　
制
作
会
社
へ
尋
ね
た

い
。

問　
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
へ

動
画
撮
影
や
投
稿
依
頼
を

し
て
み
て
は
ど
う
か

答
　
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

総
合
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
充

実
に
つ
い
て

問　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
設
置
時
期
は
い
つ
で
、

そ
の
目
的
は
何
で
あ
っ
た

か

ツ
」
リ
カ
バ
リ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
の
内
容
、
企
画

コ
ン
ペ
の
結
果
・
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象

と
し
た
温
泉
、
食
事
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
、
自
然

環
境
を
利
用
し
た
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
造
成
が
目
的
。

（
株
）
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
研
に
委

託
し
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
課
題
を
抽
出
し
た
と

こ
ろ
。

問　
そ
の
課
題
の
内
容
と

解
決
状
況
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
へ
の
営
業
は
ど
う

か
。
ま
た
、
い
つ
頃
か
ら

実
施
で
き
そ
う
か

答
　
温
冷
交
互
浴
の
た
め

の
水
風
呂
が
な
い
こ
と
や
、

現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
な
ど
が
課
題
だ
が
、

今
あ
る
資
源
の
中
で
プ
ラ

ン
を
考
え
た
い
。
各
ス

ポ
ー
ツ
団
体
へ
は
幅
広
い

周
知
を
図
る
た
め
、
今
は

種
目
を
限
定
し
て
い
な
い
。

開
始
時
期
は
令
和
７
年
度

秋
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

水
俣
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

問　
こ
の
事
業
の
目
的
・

内
容
と
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
取
組
を
行
い
、
今

後
の
予
定
・
実
施
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
発
信
方
法
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
令
和
４
年
度
に
湯
の

児
・
湯
の
鶴
温
泉
が
国
民

保
養
温
泉
地
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年

度
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制

作
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
発
信
を
行
っ
た
。
今

後
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
リ
カ

バ
リ
ー
を
絡
め
た
旅
行
商

品
化
に
着
手
す
る
。

問　
令
和
７
年
度
に
開
始

予
定
の「
温
泉
×
ス
ポ
ー

湯の児・湯の鶴温泉への
更なる観光客誘致に向けて

（I's 水俣）
杉迫　一樹
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ト
」
や
「
み
な
ま
た
未
来

ラ
ボ
」
な
ど
を
こ
ど
も
施

策
の
検
討
の
際
に
反
映
し

て
い
く
。

問　
「
水
俣
市 

こ
ど
も
ま

ん
な
か
宣
言
」
を
行
っ
て

は
ど
う
か
と
思
う
が
い
か

が
か

答
　
今
期
の
計
画
で
も

「
地
域
全
体
で
こ
ど
も
・

若
者
を
支
え
、
育
て
る
機

運
の
醸
成
」
を
基
本
方
針

に
掲
げ
て
い
る
。

　

他
自
治
体
の
事
例
等
も

参
考
に
、
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
の
実
現
に
向
け
た

機
運
醸
成
を
ど
う
図
る
か
、

情
報
収
集
を
し
て
い
く
。

す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
先
を
「
こ
ど

も
施
策
」
へ
特
化
し
て
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

こ
ど
も
施
策
の
財
源
確
保

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
こ
の
財
源
を

活
用
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
産
み
育
て
ら
れ
、
子
供

た
ち
が
地
域
に
育
ま
れ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

問　
施
策
の
実
施
状
況
や

成
果
を
ど
の
よ
う
に
確
認

す
る
の
か

答
　
定
期
的
に
「
こ
ど
も

子
育
て
推
進
本
部
」
お
よ

び
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
会
議
」「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
等
で
評
価
・

検
討
を
行
う
。
総
合
計
画

や
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
な
ど
の
評

価
指
標
も
あ
わ
せ
て
成
果

を
点
検
し
て
い
く
。

問　
当
事
者
、
特
に
子
供

の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
収

集
し
、
今
後
の
施
策
に
反

映
し
て
い
く
の
か

答
　
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
「
こ
ど
も
ア
ン
ケ
ー

問　
第
３
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
目
標

を
設
定
し
、
ど
ん
な
狙
い

が
あ
る
の
か

答
　「
子
育
て
し
や
す
い

環
境
だ
と
感
じ
る
市
民
の

割
合
を
50
％
と
す
る
」
こ

と
な
ど
、
複
数
の
指
標
を

掲
げ
て
い
る
。
子
供
の
意

見
を
反
映
し
や
す
い
仕
組

み
づ
く
り
を
目
標
に
据
え
、

全
て
の
子
供
が
幸
せ
に
成

長
で
き
る
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

問　
今
議
会
に
提
案
さ
れ

て
い
る
「
こ
ど
も
基
金
設

置
条
例
」
の
意
義
と
目
的

は
何
か

答
　
こ
ど
も
基
金
を
設
置

答
　「
放
課
後
健
全
育
成

事
業
」
に
お
い
て
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
。

問　
庁
内
の
こ
ど
も
子
育

て
推
進
本
部
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
ど
の

よ
う
な
議
論
を
行
い
、
今

後
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て

い
く
の
か

答
　
計
画
の
骨
子
や
体
系
、

こ
ど
も
施
策
全
般
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

問　
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
意
見
交
換
を

し
て
き
た
か

答
　「
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
」
に
お
い
て
、
計
画

の
骨
子
や
体
系
を
審
議
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
「
こ
ど
も
ア

ン
ケ
ー
ト
」、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

意
見
を
求
め
た
。「
み
な

ま
た
未
来
ラ
ボ
」
や
高
校

生
ア
ン
ケ
ー
ト
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

過
程
で
の
声
な
ど
も
参
考

に
し
て
い
る
。

子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画

に
つ
い
て

問　
こ
ど
も
子
育
て
課
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が

で
き
た
こ
と
で
、
庁
内
や

市
内
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
っ
た
か

答
　
庁
内
横
断
組
織
と
し

て
「
こ
ど
も
子
育
て
推
進

本
部
」
や
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
会
議
」
を
設
置

し
た
。
児
童
福
祉
と
母
子

保
健
が
一
体
と
な
っ
た
相

談
支
援
体
制
の
充
実
・
強

化
、
市
内
の
学
校
や
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
が
図

ら
れ
た
。

問　
計
画
ど
お
り
に
進
ま

な
か
っ
た
事
業
の
原
因
と

改
善
策
は
ど
う
か

こどもまんなか社会の実現に向けて

（こども未来会）
吉野　誠
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防
犯
カ
メ
ラ
設

置
補
助
に
つ
い
て

問　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補

助
の
本
市
の
考
え
は

答
　
防
犯
対
策
の
取
組
の

１
つ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
で
は
、
自
治
会
か
ら

防
犯
対
策
と
し
て
防
犯
灯

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
た
め
、 

防
犯
灯
設
置
補
助
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　
地
域
の
安
全
・
安
心

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、

個
人
住
宅
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
や
モ
ニ
タ
ー
つ
き
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
な
ど
の
防
犯
設

備
の
補
助
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が

答
　
刑
法
犯
認
知
件
数
も

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、

個
人
住
宅
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
補
助
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
ニ
ー
ズ
の
状

況
や
県
内
で
実
施
し
て
い

る
自
治
体
の
事
例
等
を
参

考
に
し
、
検
討
し
た
い
。

問　
計
画
的
に
学
校
体
育

館
の
空
調
整
備
に
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が

答
　
本
市
の
小
中
学
校
施

設
は
、
築
30
年
以
上
経
過

し
た
建
物
が
約
85
％
を
占

め
て
い
る
。
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
、

学
校
施
設
に
お
け
る
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
対
策
で

あ
る
外
壁
等
改
修
工
事
な

ど
を
優
先
し
た
い
。

問　
国
の
内
閣
府
防
災
や

文
部
科
学
省
の
担
当
部
署

と
連
携
し
て
、
体
育
館
の

空
調
施
設
の
最
新
の
技
術

や
事
例
を
参
考
に
す
べ
き

と
考
え
る
が

答
　
本
交
付
金
を
活
用
し

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
文

部
科
学
省
及
び
熊
本
県
か

ら
も
、
早
期
実
施
に
向
け

た
通
知
が
あ
っ
て
お
り
、

各
体
育
館
の
築
年
数
等
も

考
慮
し
た
上
で
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

も
補
助
単
価
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
自
治
体
負
担
額
の

１
０
０
％
に
地
方
債
の
充

当
が
可
能
と
な
る
。
普
通

交
付
税
措
置
で
、
地
方
財

政
に
配
慮
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

問　
臨
時
特
例
交
付
金
の

県
内
他
市
町
村
に
お
け
る

活
用
状
況
は
い
か
が
か

答
　
本
交
付
金
を
活
用
し

て
、
令
和
７
年
度
に
実
施

す
る
と
回
答
し
た
市
が
１

市
、
令
和
15
年
度
ま
で
に

実
施
予
定
と
回
答
し
た
市

が
３
市
、
現
在
検
討
中
と

答
え
た
市
が
７
市
だ
っ
た
。

残
り
２
市
の
う
ち
、
１
市

は
、
既
に
全
校
に
設
置
済

み
、
も
う
１
市
は
、
交
付

金
を
活
用
せ
ず
、
令
和
７

年
度
に
起
債
に
よ
っ
て
全

校
に
設
置
す
る
と
の
回
答

だ
っ
た
。

ク
チ
ン
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
65
歳
と
設
定
し
た
。

問　
４
月
か
ら
の
定
期
接

種
補
助
は

答
　
接
種
費
用
の
７
割
程

度
、
生
活
保
護
世
帯
の
対

象
者
に
つ
い
て
は
接
種
費

用
全
額
補
助
の
予
定
。

学
校
体
育
館
の
空

調
整
備
に
つ
い
て

問　
学
校
体
育
館
の
空
調

整
備
に
特
化
し
た
空
調
設

備
整
備
臨
時
特
例
交
付
金

の
認
識
は

答
　
災
害
時
に
避
難
所
と

な
る
公
立
小
中
学
校
の
体

育
館
に
空
調
を
整
備
す
る

際
に
、
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
15
年
度
ま
で
を
交
付

対
象
期
間
と
し
て
、
国
が
、

事
業
費
の
２
分
の
１
を
補

助
す
る
も
の
、
従
来
よ
り

帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接

種
化
に
つ
い
て

問　
昨
年
10
月
よ
り
任
意

の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
補
助
の
接
種
状
況
は
い

か
が
か

答
　
令
和
７
年
１
月
末
現

在
、
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

延
べ
１
４
１
件
、
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
延
べ
４

８
０
件
、
合
計
延
べ
６
２

１
件
。

問　
水
俣
市
の
任
意
接
種

の
助
成
対
象
者
は
50
歳
以

上
と
な
っ
て
い
る
が
、
４

月
か
ら
の
定
期
接
種
化
は

答
　
厚
生
科
学
審
議
会
で
、

帯
状
疱
疹
罹
患
者
数
が
70

歳
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

た
め
70
歳
頃
に
十
分
な
ワ

学校体育館の空調整備を

（公明党）
牧下　恭之

1818



No.102

議員

顔写真・名前・所属はライブラリに保管済み

問
　
令
和
７
年
度
に
予
定

さ
れ
て
い
る
ハ
ー
ド
整
備

は
あ
る
か

答
　
水
俣
第
二
小
学
校
の

校
舎
外
壁
等
改
修
工
事
、

水
俣
第
一
小
学
校
敷
地
内

の
旧
校
舎
解
体
及
び
駐
車

場
と
し
て
の
整
備
、
袋
小

学
校
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の

空
調
整
備
な
ど
を
予
定
。

問
　
子
供
た
ち
の
学
び
の

環
境
整
備
の
今
後
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
水
俣
市
学
校
施
設
等

長
寿
命
化
計
画
等
に
基
づ

き
、
施
設
状
況
や
、
築
年

数
、
児
童
生
徒
数
の
推
移

等
も
考
慮
し
な
が
ら
、
教

育
環
境
の
整
備
に
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

約
１
か
月
間
公
募
を
行
い

７
月
に
庁
内
で
組
織
す
る

審
査
委
員
会
に
お
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
を
決
定
す
る

予
定
。
そ
の
後
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
協
議
、
契
約
が

終
わ
り
次
第
、
愛
称
の
運

用
を
開
始
す
る
。

問　
導
入
方
式
・
契
約
期

間
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
市
が
対
象
施
設
を
選

定
し
、
条
件
を
付
し
た
上

で
、
公
募
型
と
提
案
型
の

２
種
類
を
想
定
し
て
い
る
。

契
約
期
間
は
原
則
３
年
以

上
で
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
議

の
上
決
定
す
る
。

問　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

料
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
考
え
て
い
る
か

答
　
金
銭
及
び
施
設
で
使

用
可
能
な
製
品
や
役
務
の

提
供
を
想
定
し
て
お
り
、

施
設
の
維
持
管
理
や
効
用

を
高
め
る
こ
と
に
活
用
。

子
供
た
ち
の
学

ぶ
環
境（
学
校
）

整
備
に
つ
い
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
事
業
の
導
入
に

つ
い
て

問
　
目
的
及
び
こ
れ
ま
で

の
経
緯
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か

答
　
施
設
に
愛
称
を
付
す

対
価
料
を
徴
す
る
こ
と
で

財
源
の
確
保
、
施
設
の
運

営
、
魅
力
と
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
経
緯
に
つ
い

て
は
、
以
前
に
真
野
議
員

か
ら
の
一
般
質
問
を
受
け

事
業
の
導
入
に
つ
い
て
研

究
を
行
い
、
水
俣
市
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
実
施

要
綱
を
定
め
た
。

問　
今
後
の
予
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答
　
令
和
７
年
５
月
か
ら

答
　
団
員
階
級
で
年
額
３

万
６
５
０
０
円
、
出
動
報

酬
は
、
火
災
の
場
合
４
時

間
以
上
に
な
る
と
日
額
８

０
０
０
円
、
訓
練
は
日
額

１
０
０
０
円
。
退
職
報
償

金
は
５
年
以
上
10
年
未
満

で
20
万
、
30
年
以
上
所
属

す
る
と
68
万
９
０
０
０
円
。

け
が
等
の
補
償
は
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
が
あ

り
療
養
補
償
、
傷
害
補
償
、

遺
族
補
償
な
ど
が
あ
る
。

問　
報
酬
や
手
当
の
充
実

負
担
軽
減
な
ど
の
待
遇
改

善
は
考
え
て
い
な
い
か

答
　
報
酬
は
、
消
防
庁
が

示
す
水
準
ま
で
引
き
上
げ

て
い
る
。
退
職
報
償
金
は

新
た
な
区
分
を
設
け
、
本

議
会
に
退
職
報
償
金
支
給

条
例
の
改
正
案
を
上
程
し

て
い
る
。
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
配

慮
し
て
い
る
が
、
今
後
も

団
員
の
声
に
傾
聴
し
、
団

本
部
と
共
に
可
能
な
部
分

を
改
善
し
て
い
く
。

消
防
団
に
つ
い
て

問　
消
防
団
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
、
消
防
団
員

の
立
場
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か

答
　
消
防
団
は
、
消
防
組

織
法
に
基
づ
い
て
組
織
さ

れ
る
市
の
消
防
機
関
で
、

消
防
団
員
は
、
特
別
職
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

問　
現
在
の
消
防
団
員
数

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か

答
　
現
在
３
９
７
人
で
10

年
前
と
比
較
す
る
と
、
81

人
減
と
な
っ
て
い
る
。

問　
消
防
団
員
の
報
酬
、

退
職
報
償
金
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
け
が

の
補
償
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か

消防団の役割と重要性

（真志会）
杉本　康宏
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

新
年
度
に
な
り
一
か
月
、
職
場
や
学
校
な
ど
生

活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
昨
今
で
は
「
五
月
病
」
と
い

う
新
た
な
環
境
へ
の
不
慣
れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
不

調
を
起
こ
す
病
が
、
こ
の
時
期
に
限
ら
ず
一
年
を

通
じ
て
起
こ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
心
配

も
聞
か
れ
ま
す
。

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
誰
か
に
相
談
す

る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
や
友
人
以
外
、

全
く
関
係
の
な
い
他
人
の
ほ
う
が
相
談
し
や
す
い

方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
市
役

所
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
困
り

事
や
心
配
を
、
各
担
当
課
が
受
け
止
め
、
丁
寧
に

最
良
の
方
法
を
お
示
し
し
て
く
れ
ま
す
。

私
ど
も
議
員
も
同
様
に
、
皆
さ
ん
の
心
配
や
不

安
が
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
、
お
手
伝
い
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

今
期
の
編
集
委
員
は
今
号
が
最
後
の
仕
事
と
な

り
ま
し
た
が
、
市
議
会
だ
よ
り
は
こ
れ
か
ら
も
、

市
民
の
皆
様
へ
積
極
的
に
情
報
提
供
し
て
ま
い
り

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
委
員
（
委
員
は
五
十
音
順
）

委
員
長
　
木
戸
　
理
江

副
委
員
長
　
平
岡
　
朱

委
　
　
員
　
岩
村
　
龍
男

　
杉
本
　
康
宏

　
藤
本
　
寿
子

　
森
川
　
武
治

　
吉
野
　
誠
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2025年（

令
和

7年
）5月

1日
発

行

２月４日		 議会運営委員会
	 ５日	 全国市議会議長会評議員会（東京都）
	 ７日	 全国高速自動車道市議会協議会第51

回定期総会（東京都）
	 12日	 全国市議会議長会「第３回社会的な孤

独・孤立問題に関する特別委員会」（東
京都）

	 17日	 市議会だより編集委員会
	 20日	 議会運営委員会・全員協議会
	 23日	 第52回市民駅伝競走大会
	 27日	 議会運営委員会
	 	 令和７年第１回水俣市議会定例会開会
	 	 各常任委員会
３月	11日	 各派代表者会議・一般質問（～13日）
	 13日	 議会運営委員会
	 14日	 各常任委員会
	 18日	 全員協議会
	 	 水俣市社会福祉協議会理事会
	 19日	 議会運営委員会
	 	 令和７年第１回水俣市議会定例会閉会
	 	 市議会だより編集委員会

	 25日	 令和７年第１回水俣芦北広域行政事務
組合議会定例会

	 	 水俣・芦北地域振興財団理事会
	 27日	 水俣市社会福祉協議会評議員会
	 28日	 市議会だより編集委員会
	４月４日	 市議会だより編集委員会
	 10日	「交通事故死ゼロを目指す日」キャン

ペーン
	 	 市議会だより編集委員会
	 	 熊本県市議会議長会春季定例会（八代

市・～ 11日）
	 12日	 熊本県還暦軟式野球春季水俣大会
	 24日	 九州市議会議長会（大分市）
	 27日	 水俣市消防点検

（令和７年２月１日～令和７年４月30日）

議 会 の 主 な 動 き

令和７年水俣市議会定例会の日程（予定）について
定例会 会　　期
６月定例会 ６月 ５日から ６月26日（予定）
９月定例会 ８月29日から ９月18日（予定）
12月定例会 11月27日から12月18日（予定）

※上記日程は変更になることもありますので、あらかじめご了承ください。
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